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対馬の伝統的養蜂

ニホンミツバチを飼養している地域は,長崎

県対馬地方,西中国山地周辺,和歌山県熊野地

方,奈良県十津川地方,四国地方とされている.

なかでも長崎県対馬は島の全域で飼養がおこな

われており養蜂業者は多い.そこで,本稿では

対馬の全域がどうしてニホンミツバチの生息に

適しているのか,どのような方法により養蜂が

行われているのかを述べることにする.今回,

筆者はひとりの養蜂家の継続的な追跡調査をす

ることでニホンミツバチの養蜂業の全体像を明

確にすることができると考えたのである.

調査地を上県郡佐須奈として1991年5月か

ら1992年 5月までに対馬を4回訪れ,延べ

16日間の春と夏の調査を行った.この調査か

らは養蜂家の技術,知識を習得することにつと

め,さらには実際のニホンミツバチの観察より

ニホンミツバチの習性と民俗学的生態学の視点

から伝統的養蜂を明らかにすることを行った.

小茂田勝責さんの養蜂

(1)ハチドゥ

長崎県対馬は,福岡県博多より厳原まで132

kmの位置にありフェリーで福岡より対馬厳原

まで4時間である.小倉より比田勝まで 161

kmの海上にあり,対馬の鰐浦より韓国の釜山

までは約53kmである.島は北端から南端まで

の全長約82km,東西 18kmの細長い島であ

る.島は山岳地帯で豊かな原生林にめぐまれ,

スギ,ヒノキ林が多く茂っている.この対馬に

は,島内の各地においてニホンミツバチの飼育

がおこなわれている.ある研究者は,対馬全島

での養蜂業者数を約2,000戸,蜂群数は2,700

-4,000群と推定している.

宅野 幸徳

1991年5月1日上県町佐須奈で,巣箱であ

る-チドゥの調査を行った.家の軒下に等間隔

に置いてある数本の-チドゥから勢いよくニホ

ンミツバチが飛び交うのが筆者の目に入った.

ハチドゥを注意深く観察するとハチドゥの表面

にマジックで番号が書かれてあり,筆者にはそ

れがとても興味ある番号に思えた.この興味あ

る養蜂を行ってる人は小茂田勝寅さん (75歳)

である.もうすでに会社は退職しており,町内

会の仕事や畑仕事などをしながら,仕事の合間

に養蜂を行っている.小茂田さん宅は,上県町

佐須奈の町並のほぼ中央にある.町並は港に近

く背後は山が迫っている.小茂田さんがニホン

ミツバチを飼い始めたのは, 1975年からであ

る.小茂田さんは父親から山に置いてある2本

のニホンミツバチの入っているハチドゥを譲り

受けて庭に置いたのが最初である. 1975年か

ら約 10年間は-チドゥの数が増えたり減った

りを繰り返したようである.特に害虫にはスム

シがいる.ハチノスッヅリガの幼虫で,上県町

では ｢フクロムシ｣とよんでいる.この虫によ

ってハチドゥの中の巣がだめになることもあ

る.また,分蜂で採取したニホンミツバチをド

ゥに入れたが,ニホンミツバチはハチドゥが気

にいらなくて,数日後には逃げられてしまった

こともあったようである.小茂田さんは,長年

の経験から ｢-チは八であり八までなかなかな

らない.(-チドゥ数を八本以上にするのはな

かなか容易でないの意味)｣と述べる.また,ハ

チドゥ8本を越すと徐々に増えるが,次の山は

18であり,-チドゥ18本がなかなか越せない

ようである.ニホンミツバチの入っている-チ

ドゥは,毎年何本か分蜂するので-チドゥ数は
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順調に増えそうであが,実際には,だめになる

-チドゥ数もあり,なかなかその数は増やすこ

とは難しいようである.養蜂は自然まかせのと

ころもあり,その年の気候にも影響されやす

く,雨が多く,気温が低いと,ニホンミツバチ

の蜜の採取量も少ないため分蜂もなくハチドゥ

数は増やせないのである.

図 1は小茂田勝責さん宅の-チ ドゥの配置

図である.1991年5月1日より5日まで筆者

が小茂田さん宅で調査観察を行なったものを示

した.家周辺に置いている-チドゥの総数は

22本である.1991年5月5日現在ニホンミツ

バチの入っているハチドゥは16本である. 家

周辺に設置しているハチドゥは,コンクリート

台の上に置かれ, ドゥの上には雨避けのための

トタン屋根をのせ,その上におもしのブロック

が乗せてある (図2-4).二ホンミツバチの出

入り口は, ドゥの下方部分に切り込みの出入口

を設けている.さらにニホンミツバチが出入り

しやすいようにハチドゥとコンクリート台との

間に小木切をはさみ出入り口としている.その

隙間は夏は広くとるが,秋は外敵のオオスズメ

バチやキイロスズメバチが襲撃するのでその隙

間を狭くするようである.

小茂田さん所有の-チドゥは,すべてスギ材

である.スギ材が使用されるのは,対馬はスギ

材が豊富にあり手に入れやすく,材質が比較的

柔らかく彫りやすいため使われるようである.

スギ材は,自分の山のスギを伐採し適当な大き

さにとる.養蜂家によっては,ハチドゥの材料

図1小茂EEI勝賓さん宅のドゥの配置図 調査:1991年 5月

畑



図2 右より6号,5号,18号の-チドゥ

には,スギ以外にケヤキ,タブ,ハゼノキ,ヒ

ノキなどを使う人もあるようである.対馬の-

チ ドゥは,木をくり抜いた ドゥが比較的多い

が,最近は大工さんに注文製作した箱のドゥも

みられるようになったようである.小茂田さん

は,家の周りに,木をくり抜いた-チドゥ (A

型)が 15本,-コドゥ(B l型)は6本置いてい

る.また,自宅より自動車で約8分の所の畑に

隣接した山にも,ハチドゥを置いている.ここ

には木をくり抜いた-チドゥが6本,ハコドゥ

が7本置いてある.その内ニホンミツバチが入

っているハチドゥは,木をくり抜いたハチドゥ

が3本,ハコドゥが 1本である (図5).それら

は,設置していたカラドゥに自然にニホンミツ

バチが入り込んだものもあるし,家周辺で採取

したニホンミツバチを入れたものもある.覗

荏,設置してあるカラドゥは,巣分かれ時にニ

ホンミツバチが入ってくれることを期待して置

いてあるものである.山に設置するカラドゥの

図4 箱形のハチドゥ (17号)

図3 右より15号,8号,3号のハチドゥ

管理は,ニホンミツバチの分蜂時期である4月

から6月に行われる.その間は,2週間に1回

程度 ドゥの点検と清掃を行う.この時期を過ぎ

ればニホンミツバチは分蜂することはなくカラ

ドゥに入ることはないので,そのドゥは来年ま

でそのまま置きっ放しにしておくようである.

小茂田さんは, 1981年より所有しているハ

チドゥを把握しやすいように-チドゥの表面に

ドゥ番号,分蜂年 (年号)月日,巣分れした-

チドゥの番号と何番目に巣分かれしたのか等を

マジックで記入している.例えば,分蜂が3号

の-チドゥから起こり,｢1番分け｣であった場

合は,3-1とハチドゥの表面に番号を書き込

む方法をとっている.筆者は,小茂田さん所有

の-チドゥの表面に記載 してある年月日の記録

をノートに書き写し,わかりやすいように図式

して表した.その図が図7である.この図によ

って小茂田さん所有の-チドゥの過去 10年間

のニホンミツパテの分蜂状況を知ることができ

る.ニホンミツバチをドゥに入れた順に番号を

うち,ニホンミツバチが入っているハチドゥが

だめになった場合は,その番号は,空き番号に

図5 山に置いてあるハチドゥ
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し,分蜂で新たにニホンミツパテの一群を採取

できたときは,その空き番号に入れ込む方法を

とっている.小茂田さんは,長年の経験から家

周辺,山のどの場所に何番の-チドゥをどこに

設置したか,いつ分蜂したのか,各-チドゥの

状況など番号をっけることですべて頭の中で整

理して把握している.

(2)分蜂

1989年, 小茂田さん宅の家周辺に置いてあ

るハチ ドゥからのニホンミツバチの分蜂は2

回である.1989年5月3日午前 10時30分頃

に7号より巣分かれし,巣分かれしたニホンミ

ツバチはハチトリテボで採取する.それをドゥ

に入れ 18号と記載する. これを7号の ｢1番

分け｣とする.その ｢1番分け｣のハチドゥは,

図に示した位置に設置する. その後 1989年 5

月13日に7号よりまた巣分かれする. これを

7号の｢2番分け｣とする.新たに設けたドゥに

｢2番分け｣したニホンミツバチの一群を入れ

て17号とする.この結果から,1989年は,7

号の1本のドゥより2回巣分かれしたことに

なる.養蜂家は,最初の巣分かれのニホンミツ

バチの一群を｢1番分け｣,次の巣分かれのニホ

ンミツバチの一群を｢2番分け｣といっている.

｢1番分け｣から ｢2番分け｣まで 10日間かか

っている.養蜂家は,これは天候が悪い日が続

いたためと考えている.天候がよければ,数日

中に分蜂したであろうと述べている.

1990年の分蜂は4回である.1990年 4月

27日午前 11時頃,7号のハチドゥより巣分か

れする(7号の｢1番分け｣):採取したニホンミ

ツバチをドゥに入れる. このハチドゥを10号

とする.1990年4月27日午後 1時,16号よ

り巣分かれする (16号の ｢1番分け｣).採取し

たニホンミツバチをドゥに入れ 19号として据

え付けたが,1990年秋に19号のニホンミツバ

チは逃げてしまったようである. 1990年 5月

5日午後 12時頃に4号の-チドゥより巣分か

れする.1990年 5月6日に7号の-チドゥよ

り巣分かれする (7号の ｢2番分け｣).
1991年の分蜂した-チドゥは3本である.1

本は,1991年 5月29日1号のハチドゥの 1

番分けでの自宅の畑の角のヤナギの木に留まっ

たのを採取し,23号とした.他の2本の分蜂

は,どの-チドゥから巣分かれしたか不明であ

るが,一群は山の方へ逃げてしまったようであ

る.

分蜂がいっ行われるかについては,小茂円さ

んによれば,雨上がりの晴れた日の無風状態の

日が多く,午後 1時頃までに行われるようであ

る.分蜂の前の特徴は,ハチドゥの下に巣の蓋

(直径約 0.15-0.2cm)が落ちていることが多

いようである.また,分蜂の数日前からニホン

ミツパテは,1日に数回ハチドゥの入口を活発

に出入りするようになる.このような状況が見

受けられば分蜂は近いと判断するようである.

養蜂家はこの現象を巣分かれでの留まるところ

を見つけるための出入りであり,これを集団で

の ｢分蜂訓練｣と考えている.

小茂田さんは,ニホンミツバチの分蜂の際に

は巣分かれした二ホンミツバチの群れに水をま

くと低い場所に留まると思っている.そのた

め,ハチドゥの近くにはいっでも水がまけるよ

うにホースを用意している.

小茂田さんは,ニホンミツバチが分蜂して木

の枝に留まった時に採取する道具のハチトリテ

ボ (竹寵,図6-上)を5つ所有している.-チ

トリテボはテボとも言われている.-チトリテ

ボの表面は,カヤで包み,さらには黒い布でお

おっている.布の裾はやや長めにとってある.

それは,分蜂時に-チトリテポの中にニホンミ

ツバチを入れた後に裾を絞り結ぶためである.

巣分かれによって木に留まったニホンミツバチ

の一群は,素手でハチトリテボに入れ込む養蜂

家もあるが,多くはハチトリテボの中にシャモ

ジ(図6-下)でゆっくりと入れ込む人が多い.

ニホンミツバチをテポに入れ込み,布の裾を結
′
んだハチトリテポは,木陰になる枝に結わえぶ

ら下げておく.夕方にカラドゥを斜めにして,

ドゥの下の部分に紙箱をつぶした台紙を敷き,

-チトリテボに入っているニホンミツバチをカ

ラドゥの中にシャモジで入れ込む方法を行う.

養蜂家の中には,カラドゥが大きいとドゥを容

易に傾けるのが難しいので, ドゥを斜めに傾け



ずにドゥの口に直接ニホンミツパテの入ってい

るテボをかぶせ,-チトリテボの表面を手の平

で2-3回たたいて, ニホンミツバチをドゥの

中に入れ込む養蜂家もある.これは,険しい山

の岩場等に据え付けてある大きなドゥの場合で

あり, ドゥを横に傾けるスペースがないために

おこなわれるようである.ハチドゥには,ニホ

ンミツバチの出入り口を下方部分に設けている

が,さらに多くのニホンミツパテが出入りしや

すいように-チドゥと石台の問に小木切れか小

石をはせてこホンミツパテの出入り口をこしら

裾を絞り

ヒモで結える

＼tr--一~､一一一､ヽ
､---I
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図6 分蜂を採取する道具

上:-チトリテボ (本文参照)

下:シャモジ(-チトリテボに分蜂群を入れる際,ま

たは-チトリテポよりハチドゥに-チを入れる際に

使用する.
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える人もある.

小茂田さん所有のハチトリテボは, 1980年

から1983年までに製作したもので,その大き

さには大小あり,テボは分蜂の大きさに応じて

使い分けされる.重量は500g,450g,400gで

ある.その重量は寵の縁にマジックで書かれて

いる.ハチトリテボを測定しておくのは,分蜂

のニホンミツバチを採取後,テボに入っている

ニホンミツバチと一緒に測定し,総重量から-

チトリテボを差し引いてニホンミツバチ群の重

量を出すためであったらしい.そうした方法に

よって,過去何回か巣分かれしたニホンミツバ

チの一群の測定をおこなっている.長年の測定

の結果では, ｢1番分け｣ のミツバチ群の重さ

は,0.5kgであった.｢3番分け｣のニホンミツ

パテ群の重さは,250g～300gであった.かつ

ては,分蜂の採取群の重量をノートに記載して

いたが,毎年測定しても,先に述べた値に大き

な差がないためノートには記載しなくなったよ

うである.これらのことから,巣分かれでは,

同じ-チドゥから｢1番分け｣,｢2番分け｣,｢3

番分け｣した時のニホンミツバチ群が小さくな

ることがわかる.一つの-チドゥが何回も巣分

かれすることは,-チドゥを絶やすこととなる

ため,分蜂後はハチドゥを斜めに傾けて,巣の

中を観察して,下方に小指大の巣 (これは王台

のことと思われる)があればっぶして殺してし

まう方法をとるようである.特に,｢2番分け｣

の巣分かれをしたハチドゥは,それ以後の巣分

かれをおこさせないように,気を付けて観察を

行い管理をおこなうようである.

図7は,/ト茂田さん所有の家の周りに置かれ

ている-チドゥの関係を示すもので,いわばニ

ホンミツバチの系図である.小茂田さんは,

1981年より-チ ドゥの表面に号数を記入 し

た.所有する22本のハチ ドゥの中で,長年現

存しているハチドゥは1981年より設置してい

る3号と5号の2本である (1991年 5月現

荏). しかし, 1991年8月7日調査した際に

は,5号のハチドゥのニホンミツパテの出入り

は少なく,小茂田さんの推測によれば,｢フクロ

ムシ｣にやられたと推測している.3号と5号
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図7 小茂田勝賓さん所有のハチドゥ数と分蜂状況

のように11年間保持されているニホンミツバ

チは,一体どれだけの寿命があるのか疑問に思

えるが,このことについては,養蜂家も定かに

していない.年によっては,一つのハチドゥか

ら巣分かれが3回おこなったケースもある.一

万,分蜂をしない-チドゥもある.また,フク

ロムシ (スムシ)とよばれる外敵にやられるこ

ともあるようである.このようなことから,-

チドゥ数が着実に増加するものでもない.図7

の関係図の中で示してあるように, 1988年の

分蜂で1号 (3号の ｢1番分け｣),7号 (1号の

｢1番分け｣)のように連続して巣分かれするこ

とがあり,これを小茂田さんは ｢孫分け｣とい

っている.これは巣分かれの際に女王バチがも

う1匹まじっていて,一度入れ込んだハチドゥ

より,もう1匹の女王バチが9日後に巣分かれ

したのであろうとしている.｢孫分け｣の現象は

比較的少ないようである.

分蜂時期は,図7からわかるように5月より∫
6月を中心におこる.筆者は小茂田さん所有の

二ホンミツバチの関係を把握するために,

1991年 5月現在までに生息するハチドゥをグ

ループ分けをおこなってみた.1号,10号,18

号,17号,7号,8号,4号,3号は出自を同じ

くするという意味で類縁関係にあることがわか

る.他には16号,12号,9号が一つのグルー



プになる.20号,5号が一つとなる.15号と2

号,6号は単独グループとなる.これらグルー

プの当初の蜂群の間に出自を同じくするものが

あったのか,もともと別の蜂群であったのかは

小茂田さんも記憶していない.

(3)採蜜について

採蜜は10月中旬に行われる.時刻は,朝か

ら夕方のミツバチの活動が不活発な時間に行わ

れる.-チドゥの上蓋をとり,タバコの煙を吹

きかけハチドゥの下方にミツバチを降ろしミッ

トリの道具 (図8)で巣を切り取り,ハチドゥ

の中の上から約3分の1の巣板を採蜜する.残

りの蜜はニホンミツバチの越冬のために残す方

法がとられる./ト茂田さんは,長年タバコの煙

を吹きかける方法をとっていたが,10月中旬

頃の採蜜では-チドゥの蓋を取り,空気を吹き

掛けるだけでニホンミツバチは自然に下降する

ようである.蜜を採取する-チドゥの本数は1

日に3-4本であり,小茂田さん所有のハチド

ゥのすべてを採蜜するのに約 5日間かかるよ

うである.小茂田さんは,どのドゥでどれほど

採蜜量があったか記録していないが,総採蜜量

は記録しており,1989年は約2斗 (ハチドゥ

20本分),1990年は1斗9升6台 (ハチドゥ

13本分)である.詳細に述べると,1990年 10

月14日の家の周りの採蜜量は4升6台 (ハチ

ドゥ4本分),1990年 10月 15日の蜜量は5

升 (-チドゥ4本分)である.10月16日の山

(古屋原)に設置しているハチドゥからの採蜜

量は,蜜量8升 (ハチドゥ4本分)である.ま

た, 自宅の14号の1本の-チドゥの採蜜量は

蜜量2升 (-チドゥ1本分)である.このよう

に,採蜜量は年によって違う.

小茂田さん宅では採蜜をこれまで毎年行って

きたが, 1991年の秋の採蜜は行わなかった.

それは1991年は長雨が続いて,天候の悪い日

が続いたためである. なかでも9月27日から

28日には台風第 19号が九州,中国地方などを

襲い大きな被害をもたらした.このため,-チ

ドゥの表面をたたいたとき,その昔が軽く,各

ドゥともニホンミツバチの採蜜状況が悪かった
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のである.

まとめ

対馬でのニホンミツバチの訪花植物を筆者の

ニホンミツバチの観察と聞き書き調査から報告

すると次のようになる, 1992年5月3日対馬

の佐護のバス停近くに植えてあるツツジ類 (辛

リシマと思われる)には,多くのニホンミツバ

チが採蜜を行っているのが観察できた.さら

に,主に訪花植物を直接の観察から述べると,

ネギ坊主,ナノ-ナ,カラスノエンドウ,ゲン

ゲなどである.わずかに,ダイコンの花,シロ

ツメクサにも採蜜しているのが観察できた.ま

た,水田の岸に生えていたギシギシの葉にニホ

ンミツバチが何匹もついていて葉をかじるのが

観察できた.対馬では,樹木の花,畑作物の花

などが豊富にあり蜜源が多いことからニホンミ

ツバチの養蜂に適 しているといえる.その結

果,対馬はニホンミツバチの生息が多くみられ

たが,セイヨウミツパテの生息は確認されなか

った.このことがニホンミツパテの生息である

と断言できないが,相当数のニホンミツバチが

生息していることはいえる.そこで筆者は,対

馬の近くにある壱岐島にニホンミツパテがどの

くらい生息しているのかといったことを明らか

にするために,1992年5月4日より2日間壱

岐島でも調査を行った.

壱岐島は福岡より壱岐郷の浦まで76kmの

玄海難に浮かぶ島である.総面積 140km2で四

か町からなる.筆者は訪花植物であるゲンゲに

くるミツバチの観察から始めた.ゲンゲ畑に

は,セイヨウミツバチが多く観察され,数匹の

-ナアブ,ニホンヒケナガバチも観察できた.

しかし,今回の調査で壱岐島では,ニホンミツ

バチが1匹も確認できなかった.また,ニホン

ミツバチの養蜂家はひとりもいなかった.壱岐

島ではイチゴとメロンの温室栽培が盛んであ

り,その栽培受粉にはセイヨウミツバチが利用

されている.壱岐島の国分というところで温室

栽培をおこなっている人からは,温室栽培で利

用するセイヨウミツバチについて聞き書きを取

り,イチゴの-ウス栽培も見学した.また,壱
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息を吹き込む

②巣を切り取る道具 1

③巣を切 り取る道具 2･3

Gip 〇 〇 〇 〇 〇

⑤ ドゥの中をこするための道具

0 4cm
｣__ll.ll.･.｣

図8 小茂田さんが採蜜などに用いる道具

①採蜜時に-チドゥの中に息を吹き込む

②採蜜時に巣を切り取る

③ ドゥの内側についている巣を切り放す

④ハチドゥの下を清掃する

⑤ダメにしたハチドゥの内側の巣,蜜をこすり落とす

⑥ニホンミツバチをトウの下より中に入れるときに使用

(材質はシュロの木の皮である)



岐農業共同組合からもミツバチについての情報

を得た.

壱岐島でのイチゴ栽培農家は80戸, メロン

栽培農家は117戸である (1992年現在).その

栽培農家は長崎県佐世保の養蜂業者からセイヨ

ウミツバチを箱ごと借り受けている.セイヨウ

ミツパテはメロンの交配のために5月から2

週間借り受けられ10aに1群 (1箱) を入れ

る.また,イチゴの交配では,セイヨウミツバ

チを 11月より3月まで借り受け 10a2群 (2

箱)を温室に入れている.メロンとイチゴの温

重では,セイヨウミソバチを入れる期間が違っ

ている.これは,イチゴの方が開花する花の数

が多いことから長期間となるのである.養蜂業

者からミツバチを借り受ける方法が行われたの

は, 昭和 60年頃から水田転作のため行われる

ようになったからである.このことから少なく

とも温室栽培戸数だけのセイヨウミツバチ群

が,壱岐島に生息することになる.農家によっ

ては1軒で4箱も借りる人もある.よって,壱

岐では予想以上にセイヨウミツバチの生息数が

多いことになる.セイヨウミツバチとこホンミ

ツバチに強弱があるとすれば,壱岐島ではニホ

ンミツバチの入り込む余地がないと考えられ

る.

今回,対馬の養蜂については,養蜂家から多

くの知識を得ることができた. また,過去 10

年間の分蜂状況も知ることができた.興味をひ

いたのは養蜂家が所有する-チドゥを把握する

ため-チドゥの表面への番号記入,分蜂日など

の記入といった創意工夫を行っていることは興

味深い.さらに細かくいえば,養蜂家はよくニ

ホンミツバチを観察しており,ハチトリテポの

測定により分蜂のニホンミツバチの一群を測定

していたことである.また,-チドゥの下の石

台の上に巣の蓋が落ちていれば分蜂が近いとい

ったことなども挙げられる.長年のニホンミツ

バチの飼育よりニホンミツパテの習性,生態を

よく知りつくしているといえる.どの時期に分

蜂するのか,同じ年に一つのハチドゥから2回

続けて分蜂することもわかった.

対馬では,ニホンミツバチの訪花植物が豊富
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であり,島でありながら森林地帯を形成し,対

馬と壱岐島が異なる点も興味深い.長崎県対馬

に多くの養蜂がみられるのは,島でありながら

豊富な訪花植物があることに他ならない.ま

た,対馬はスギ材が容易に入手できる点もみの

がせない点である.また,まだ結論はだせない

が,対馬と同じ形態のハチドゥが韓国にも存在

しており,対馬と韓国の距離的なことからも,

養蜂の伝播が考えられるようにも思われる.そ

の韓国から伝播された養蜂が対馬に適していた

といえるのかもしれない.

今後は対馬地方の継続した調査と他の地域と

の比較が必要となる.また,韓国の伝統的養蜂

との関係を明らかにしたい.

(〒695島根県江津市波津町1904-1

江の川高等学校 宅野幸徳)
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TAKUNO.YUKINORL.Traditionalbeekeepingon

TushimaIsland.HoneybeeScience(1994)15(2)二

59-68.GonokawaHighschool,1904-1,Watazu-

cho,Gotsu-shi,Shimane,695Japan.

TraditionalbeekeepingwithJapanesehoney-

beeApisceranajaponicaisfoundinseveral

localitiesinWestJapan. Ofthose,Tsushima

Islandistheverytypicalplacewherenearly

2000beekeeperskeep2700to400beecolonies

allovertheislandwith82km longand18km
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wide. Tostudythetraditionofbeekeeping

from theethnoecolglCalviewpoint,aclosere-

searchonthemanaglngmethod,equipmentand

thebee-recordsofanexperiencedbeekeeperhas

beencarriedoutln1991.

Mr.Komota,aged75yearsold,set22hives

aroundhishouseand160fthemwereoccupied

byhoneybeesin1991.Asthehiveshollowlogs

ofredcederhavebeenusedsinceoldtime,and

recentlytallboxesalsohavebeeninuse.Some

hives withouthoneybees were setto trap

swarms.Thebeekeeperusetheonlylstand2

ndswarmsfromahive.Thereisapredictable

signOfswarmingthatcellcapsarefoundin
frontofentranceofthehive.Onceaswarm

fliesouthesprlnkleswaterontheflylngbees

tosettlethemlntOaClusteratalowerlocation.

Thebeekeepercollectstheclusterwithaspe-

cialshapedbamboobasketandhangsitina

coolplace,thenatevening hemakesthem

enteranemptyhive.AccordingtohlSrecord

onswarms,1stswarmcontained1kgbeesand

2ndand3rdswarmscontained500gand250

to300ginaverage,respectively.

Honeyharvestisdoneinmid-October.Usual-

ly,inthemorningorevning,thebeekeeper
cutsonethirdofcombsfrom 3to4hives.

Remaininghoneycombsareforbeestowinter.

Herecentlyusesairblow withabamboopipe

instead ofsmoketo removebeesfrom the

combs.Theamountofhoneywasabout361

from20hivesin1989and35.31from 13hives

in1990.Fromhiveslocatedaroundhishouse,

hecollected8.31from4,and9.01from4hives

but14.41from 4hiveslocatedonmountain.

Thestyleofhivesissimilartothosein

Korea. BecausethedistancebetweenKorea

and Tsushimaisnotso far,thetraditlOnal

beekeeplng On Tsushima Island may be

orlginated from Korea The introduced

beekeeplng Was Welladapted in Tsushima

durlnglongyears.

ln contrast,on lkiIsland nearTsushima,

therearenobeekeeperskeepingJapanesehon-

eybeesandnohoneybeeswereobservedvisit-

ing on flowersexceptEuropean honeybees.

Theexotichoneybeehasbeenkeptforpollina-

tioninsidegreenhousesinrecentyears.




